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有限会社 石見雲海農園

安定供給を果たすための生産技術の習得が課題である。山形県より暖かいため、山形では出

ない病気や害虫が発生し、技術対応に苦慮している。

法人名 有限会社 石見雲海農園
代表者 代表取締役 溝辺 毅
所在地 〒696-0103 邑智郡邑南町矢上5824-4
電話 0855-95-0285
設立 平成12年10月
組織構成 役員7名

事業の種類 果樹（桜桃、ブルーベリー、りんご）
資本金 300万円
（関連会社） 株式会社 溝辺組
（業種） 建設業

経営規模 桜桃107a、ブルーベリー40a、りんご10a
従業員等 常時従事1名＋パート
年商 150万円（当面の目標 1，000万円）
投資額 およそ8,000万円

H11年の夏に社員旅行で北海道を訪れた際に、観光さくらんぼ園が目に入った。観光を通して地
域へ貢献したい思いが強くあったことから、帰ってすぐに詳しい調査を行い、実現の可能性を探っ

た。山形県への視察により、先進地とのつながりができる中で、地元での実現性を確信し、参入

の決意をした。初めて見てから地元での植栽を行うまで、わずか1年足らずの猛スピードで事を
進めた。

取組方針：消費者からの信用を第一に考え取り組んでいる。香木の森周辺の観光園は成園化して

おらず、また十分な面積もないため、別の場所に生産専用の圃場を設けている。お客様に十分に

販売できる収穫量が確保できるようになってから宣伝をしたい。また、他の果樹を作ることで町を訪

れるお客様に季節の移ろいとともに長期間果物が供給できるような仕組みを作ることが目標。

特徴：近辺にはない特徴のある果樹の生産と観光に力点を置いた多様な果樹経営。


